
血
配
分
原
理
と
生
命
再
生
産
の
理
論

n
U
園

6
四

お
お
く
ま
の
ぷ
ゆ
き

一
大
熊
信
行

大
熊
信
行
(
一
八
九
三
1
一
九
七
七
)
は
一
八
九
三
年
(
明

治
二
六
)
山
形
県
米
沢
市
に
生
ま
れ
、
米
沢
中
学
か
ら
東
京

高
等
商
業
学
校
に
進
学
、
同
校
本
科
を
一
九
一
六
年
(
大
正

五
)
に
卒
業
後
い
っ
た
ん
民
間
企
業
勤
務
す
る
が
、
改
め
て

母
校
の
専
攻
部
経
済
科
に
入
学
、
福
田
徳
三
に
師
事
す
る
。

一
九
二
七
年
(
昭
和
二
)
に
高
岡
高
等
商
業
学
校
教
授
と
な

っ
て
二
年
後
、
大
熊
は
彼
の
研
究
生
涯
を
貫
く
自
説
と
な
っ

た
配
分
原
理
を
、
「
経
済
理
論
的
思
惟
に
先
立
つ
も
の
」
(
後

に
「
生
活
の
時
間
過
程
と
時
間
配
分
」
と
改
題
)
、
「
配
分
学

説
史
考
」
そ
し
て
「
マ
ル
ク
ス
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
物
語
1

価
値

法
則
の
背
後
に
あ
る
も
の
」
等
の
論
文
を
通
じ
世
に
問
う
。

こ
れ
ら
を
含
め
た
戦
前
期
の
主
要
な
論
文
は
、
後
に
「
経
済

本
質
論
」
(
一
九
三
七
年
か
ら
五
五
年
ま
で
六
回
の
修
正
が
あ

る
)
お
よ
び
『
資
源
配
分
理
論
」
(
一
九
六
七
年
刊
。
所
収
論

文
は
前
著
と
多
く
重
複
し
て
い
る
)
に
収
め
ら
れ
る
。

大
熊
は
「
理
論
経
済
学
の
伝
統
の
な
い
固
に
生
ま
れ
た
」

(
一
九
四
O
年
)
自
ら
の
あ
り
方
を
「
欧
米
諸
学
派
の
理
論
を
、

こ
の
国
の
生
活
直
観
の
地
盤
の
う
え
に
強
力
に
総
合
」
(
同
)

す
る
こ
と
に
見
い
だ
し
た
。
そ
の
学
風
は
、
欧
米
大
家
の
祖

述
に
終
始
す
る
「
書
物
主
義
」
を
嫌
い
、
自
ら
の
観
察
を
通

じ
人
間
生
活
の
主
体
性
と
総
合
性
・
統
一
性
に
着
眼
し
、
欧

米
諸
理
論
を
読
み
込
み
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
再
構
築
し
た

内
容
を
も
っ
て
果
敢
に
文
筆
を
振
る
う
と
い
う
論
客
ぶ
り
に

あ
っ
た
。
な
か
で
も
彼
は
マ
ル
ク
ス
の
熟
読
・
解
釈
に
力
を

入
れ
た
。
戦
前
期
に
は
『
資
本
論
」
第
一
部
第
一
章
第
四
節

に
登
場
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
l
ソ
l
の
孤
立
経
済
か
ら

配
分
原
理
を
抽
出
し
、
戦
後
は
『
経
済
学
批
判
序
説
」
で
展

開
さ
れ
た
「
生
産
と
消
費
の
同
一
性
」
の
解
釈
を
通
じ
生
命

再
生
産
理
論
構
築
を
試
み
た
。
い
ず
れ
も
マ
ル
ク
ス
が
理
論

的
輪
郭
を
明
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
所
論
に

い
わ
ば
埋
め
込
ま
れ
た
理
論
を
、
大
熊
が
表
面
に
引
き
出
す
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と
い
う
独
自
の
試
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
試
み
が
、
労
働

価
値
学
説
と
限
界
効
用
理
論
の
統
一
と
い
う
大
胆
な
ね
ら
い

を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
、
大
熊
が
ユ
ニ
ー
ク
な
経
済
学
者
と

み
な
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
大
熊
は
、
総
生
活
時
問
視
点

の
欠
落
と
い
う
彼
が
み
た
マ
ル
ク
ス
の
限
界
を
、
配
分
原
理

を
媒
介
に
ゴ
ッ
セ
ン
の
第
二
法
則
を
原
型
と
す
る
「
固
体
均

衡
の
配
分
原
理
」
と
い
う
「
武
器
」
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ

り
超
え
ら
れ
る
と
考
え
た
。

大
熊
は
配
分
原
理
と
配
分
法
則
を
区
別
し
て
い
る
。
ロ
ビ

ン
ソ
ン
の
孤
立
経
済
で
「
必
要
そ
の
も
の
が
か
れ
を
強
制
し

て
、
か
れ
の
時
間
を
か
れ
の
異
な
れ
る
諸
機
能
の
聞
に
正
確

に
配
分
せ
し
め
る
」
(
マ
ル
ク
ス
)
こ
と
に
お
い
て
把
握
さ
れ

た
大
熊
の
配
分
法
則
は
、
人
間
の
肉
体
的
・
生
理
的
性
質
に

必
然
的
に
根
ざ
す
「
必
要
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
一
つ
の
自

然
法
則
と
さ
れ
る
。
孤
立
経
済
の
な
か
に
も
発
見
さ
れ
る
こ

の
「
総
労
働
の
配
分
の
法
則
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
生
産

形
態
に
内
在
し
、
そ
の
経
済
全
体
に
「
安
定
的
平
均
性
お
よ

び
全
体
性
」
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
排
除
し
て

は
「
経
済
学
の
脊
柱
」
を
他
に
求
め
得
な
い
合
目
的
性
を
も

っ
た
普
遍
的
平
均
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
配
分
原
理

は
「
意
識
さ
れ
、
計
画
さ
れ
、
そ
し
て
実
行
さ
る
べ
き
一
個

の
規
範
」
と
し
て
、
あ
る
べ
き
社
会
主
義
的
な
分
業
形
態
を

律
す
る
総
労
働
配
分
の
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
経
済
主
体

に
よ
っ
て
経
済
行
為
の
法
則
が
自
覚
さ
れ
、
そ
れ
が
規
範
的

な
形
式
原
理
と
し
て
再
把
握
さ
れ
た
も
の
」
(
「
経
済
に
お
け

る
正
気
の
思
想
」
一
九
六
五
年
)
な
の
で
あ
る
。
初
め
て
一

九
三
七
年
(
昭
和
一
二
)
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
三
改
訂
目
で

『
経
済
本
質
論
」
の
副
題
が
「
計
画
経
済
学
の
基
礎
」
に
落
着

し
て
い
る
の
は
、
大
熊
に
よ
る
経
済
本
質
把
握
の
中
核
を
な

す
配
分
原
理
が
、
い
か
に
社
会
主
義
的
経
済
理
論
構
築
の
展

望
に
満
ち
て
い
る
か
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
経
済
主
体
は
経
営
主
体
で
あ
る
・
・
・
経
済
行
為
も
ま
た
経

営
行
為
と
し
て
、
つ
ね
に
全
体
性
に
お
い
て
統
一
的
に
捉
へ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
選
択
理
論
」

一
九
四
O
年
)
と
す
る
大
熊
は
、
「
経
営
学
」
を
「
企
業
経
営

学
」
と
「
生
活
経
営
学
」
に
区
分
し
た
う
え
で
、
と
く
に
後
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者
を
「
生
の
営
み
の
構
造
を
分
析
す
る
も
の
」
と
し
て
こ
の

領
域
の
独
自
の
理
論
的
開
拓
を
試
み
、
生
命
再
生
産
の
理
論

の
提
起
に
至
る
。
そ
し
て
生
命
再
生
産
の
場
と
し
て
「
家
族
」

に
着
目
す
る
が
、
そ
の
思
想
の
萌
芽
は

「経
済
本
質
論
』
第

二
版
(
一
九
三
八
年
)
の
序
「
日
本
の
家
に
つ
い
て
」
に
あ

っ
た
。
当
時
の
大
熊
に
お
い
て
家
族
論
は
国
家
論
の
文
脈
に

あ
っ
た
が
、
後
年
、
国
家
と
家
族
を
「
人
間
の
実
践
的
な
価

値
の
両
極
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
国
家
悪
』
(
一

九
五
七
年
)
を
上
梓
し
た
あ
と
の
こ
と
と
大
熊
自
身
が
記
し

て
い
る
。
戦
時
下
、
彼
は
配
分
原
理
を
国
家
総
力
の
理
論
や

国
家
科
学
論
へ
と
展
開
し
、
占
領
下
に
は
公
職
追
放
令
を
受

け
る
。
そ
の
苦
渋
の
体
験
は
自
ら
語
る
と
こ
ろ
(
「
定
稿
告
白
』

一
九
八
O
年
)
だ
が
、
戦
後
、
核
時
代
の
国
家
に
死
の
象
徴

を
と
ら
え
る
一
方
で
、
そ
の
対
極
に
生
命
再
生
産
機
能
を
も

っ
た
家
族
を
置
い
た
。
ま
た
こ
こ
に
は
す
で
に
大
熊
が
再
三

主
張
す
る
生
産
概
念
の
二
重
性
論
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
生
産
」
は
物
財
(
物
的
生
産
)
の
み
で
な
く
人

間
の
生
命
そ
の
も
の
(
人
的
生
産
)
に
も
適
応
で
き
、

翻
つ

て
後
者
の
考
え
方
は
マ
ル
ク
ス
に
至
る
経
済
学
の
思
想
的
伝

統
に
属
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
生
命
の
再
生
産
は

同
時
に
物
財
の
消
費
で
あ
る
と
い
う
「
生
産
と
消
費
の
同
一

性
」
視
点
か
ら
人
間
の
消
費
過
程
の
生
産
的
性
格
を
論
じ
、

「
家
族
」
を
「
消
費
者
」
に
一
面
化
し
た
近
代
経
済
学
を
批
判

す
る
。近

代
の
思
想
は
経
済
と
い
う
も
の
を
「
他
の
生
活
か
ら
も

ぎ
は
な
し
す
ぎ
た
」
が
、
し
か
し
経
済
を
超
え
て
、
生
活
活

動
の
全
領
域
を
支
配
す
る
原
理
が
あ
る
。
そ
れ
が
配
分
原
理

で
あ
り
、
こ
れ
は
「
む
し
ろ
生
活
原
理
と
呼
ぶ
べ
き
」
と
も

大
熊
は
述
べ
て
い
る
。
彼
に
は
「
経
済
理
論
的
思
惟
に
先
立

つ
も
の
」
を
見
つ
め
る
一
貫
し
た
眼
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ

ゆ
え
に
彼
の
論
題
は
教
育
論
、
国
家
論
、
家
庭
論
、
生
活
科

学
論
な
ど
ジ
ャ

l
ナ
リ
ィ
ス
テ
イ
ク
な
舞
台
を
含
め
広
範
囲

に
及
ん
だ
。
そ
し
て
今
日
、
配
分
原
理
と
生
命
再
生
産
の
理

論
を
大
熊
理
論
と
し
て
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
場
合

に
も
、
経
済
学
領
域
を
超
え
た
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
イ
ブ
が
要
求

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
熊
研
究
の
現
状
で
は
、
ま
だ
ま
と
ま
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っ
た
成
果
が
あ
が
る
段
階
に
は
な
い
が
、

い
る
経
済
学
に
お
け
る
生
活
視
点
が
、
よ
り
一
層
の
理
論
的

成
果
を
生
み
出
す
た
め
に
も
大
熊
研
究
が
数
少
な
い
貢
献
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。
彼
は
七
O
歳
を
過
ぎ
家
政
学
界
に
も
た

び
た
び
現
わ
れ
た
。
一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
)
八
四
歳
で

没
す
る
ま
で
終
始
、
大
熊
は
自
ら
の
学
的
真
意
を
世
人
に
熱

く
語
っ
て
や
ま
ぬ
論
壇
の
経
済
学
者
で
あ
り
続
け
た
。
戦
後

の
所
論
を
集
め
た
『
生
命
再
生
産
の
理
論
人
間
中
心
の
思

想

|
」
(
一
九
七
五
年
)
か
ら
は
、
大
熊
の
経
済
学
者
に
収
ま

り
き
れ
な
い
間
達
な
現
代
思
想
家
の
一
面
が
十
分
に
現
れ
て

(
福
田
)

近
年
注
目
さ
れ
て
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い
る
。
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